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ＡルァiａａＺａＺａ（Goeze，1782）はDiplostomidae，トキシリン染色を施しプレパラート標本とし，一部は液

Alariinaeに属する二生吸虫で，キツネ，イヌ，タヌ浸標本をゲーター氏液で透徹して観察した．また－部は

キ，テン，ヤマネコなどの小腸に寄生し，ヨーロッハ，パラフィン包埋，連続切片とし，ヘマトキシリン・エオ

シペリア，アフリカ，南アメリカに分布しているが，わジン染色を行なって，プレパラート標本を作成した．

が国ではこれまで知られていない．Ｎｏ．３と４（神谷採集）は，虫体生存中に70％アルコー

最近，北海道のキタキツネＴＭＰｅｓＵ"Zpessc/z花"伽ルで圧平固定し，デラフィールド・ヘマトキシリンで染

Kishidaのエヒノコックス調査（北村採集）と，キタキ色してプレパラート標本とした．

ツネの寄生蠕虫類調査（神谷採集；Ａ〃γｉａａｍｍを除
成績

<本調査の詳細は，神谷・大林によりJap・Ｊｖｅｔ・

Res、に投稿中）で，それぞれ本吸虫が発見され，標本 得られた吸虫は体長2.8～4.0ｍｍ,体はDiplostomi‐

の－部が国立科学博物館に寄贈されたので，これらをまｄａｅ特有のかたちで，前後の二部に分けられる．体前部

とめ本邦初記録として報告する Ｉ±細長く，がく（雲）状で，左右両縁は腹側に向い襟の

ように轡曲し，体表には小鱗を密生し，1.66～3.0×
材料および方法

0.96～1.84ｍｍ、Tribocyticorganは舌状で，0.88～

1971年11月～1972年７月，北海道の斜里と幌延で捕え1.63×0.4～0.97ｍｍ,腹側中央に縦溝をもつ．体後部は

られたキタキツネ４頭の小腸より，それぞれ3８．３１．円筒状で，１．０２～1.5×0.86～1.4ｍｍ、口吸盤は前端に

16.20隻，合計105隻の吸虫を採集した．材料についてあって杯状，0.051～0.122×0.056～0.138ｍｍ，それＩこ

の記録は表１に示す．つづく咽頭は長円形で，0.102～0.138×0.046～0.112

表１のＮｏ．１と２（北村採集）は，虫体の死後70％ｍｍ,食道は非常に短かく，長さ0.02～0.03ｍｍ,腸は二

アルコールで固定したが，若干変性の認められる個体も本に分岐して体後端近くで盲管におわる．口吸盤の両側

あった．このうち一部は圧平してデラフィールド・ヘマには耳状突起（auricularprojection）が対をなし，長さ
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Figs、１－２Ａｍ７ｉａａｍｍｆｒｏｍｔｈｅｒｅｄｆｏｘｉn

Hokkaidq-1、Entireworm（dorsalview；

bodylength：３．４ｍｍ・SpecimenNo・ＮＳＭＴ‐

Pl-1676)．－２．Schematicovariancomplex
（dorsalview）Ｌ,Laurer'scanal;MMehlis’

９land；０，ovary；ＯＤ，oviduct；ＶＤ，vitelline
duct；ＶＲ，vitellinereservoir．

ulatorybursaは体後端近くの背側に開く．卵黄腺は小

胞状で，tribocyticorganを含む体前部に分布し，その

分布の前端は腹吸盤の後縁近くまで達する．子宮内虫卵

は黄褐色で卵形，一端に卵蓋を有し，0.103～0.124×

0.07～0.08ｍｍ・排泄口は体後端に開く．

以上記した形態と計測値から，本吸虫はDiplosto‐

midae，Alariinaeに属するＡ〃γｍａＺａＺａ（Goeze、

1782）と同定された．

0.12～0.15ｍｍ，多くの腺細胞が付属する．腹吸盤は腸

分岐とtribocyticorgan前端との間の中央よりやや

後方にあり，円形あるいは長円形で，0.072～0.117×

0.102-0.133ｍｍ、吸盤比は１：0.95～1.8.精巣は体後

部の前半に縦に並び,長円形,多胞状で,前精巣は小さく，

0.3～０．５×0.4～0.7ｍｍ，後精巣は0.4～０．８×0.6～1.1

ｍｍ・貯精嚢はやや細長い袋状で，後精巣の後縁に沿っ

て走り，その右側より筋肉質の射精管が疑問符状に曲走

してgenitalconeに入る．卵巣は逆Ｕ字形で，体前部

と体後部の境界付近の中央にあり，0.15～0.32×０２３～

0.49ｍｍ，後部の凹んだ部分より輸卵管が発し，ラウレ

ル管を分岐してから横走し，後方から卵黄管が合一し

て，メーリス腺につづく．ラウレル管は卵巣の中心付近

の背側に開口する．Ovariancomplexの概略は図２に

示す．子宮は卵巣の後方より卵巣の腹側前方に向いそ

こで一塊となることが多く，ついで後方に走る．Cop‐

考察

ＡｍｒｉａａＺａｍ（Goeze，1782）に関する報告はこれま

で数多くみられるが，今回キタキツネから得られた虫

体は，Krause（1914)，Dubois（1938)，Sudarikov

(1960）などの記載と比較して箸るい､差異は認められ

なかった．計測値の比較は表２に示す．

先に述べたように，本種はヨーロッパからソ連の極東

(５３）
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Ｔａｂｌｅ２ＤｉｍｅｎｓｉｏｎｓｏｆＡＺａ７/αα血Zawithcomparisonstothosedescribedbypreviousauthors(ｉｎｍｍ）

Krause（1914） Dubois（1938） Presentauthors

Bodylength

Forebody

HindbOdy

Tribocyticorgan
Oralsucker

Pharynx

Esophagus

Auricularprojection
Ventralsucker

Ovary
Anteriortestis

Posteriortestis

Egg

２．８９－４．３２

２．００－３．００×０．８１－１．９５

０．９６－２．００×０．７４－１．７１

１．０５－１．８９×０．２８－０．９０

０．０７０－０．１３０×0.085-0.140

0.106-0.150×0.070-0.135

０．０４５

０．１００－０．１５０

０．０７０－０１３０×0.098-0.155

０．１７－０．４０×０．３０－０．６０

０．２７－０．５１×０．４０－０．６９

０．３１５－０．７５×0.60-1.20

0.098-0.125×0.062-0.081

２．４－４．２

１．５０－２．６０×０．６８－１．３５

０．５６－１．２０×０．４０－１．２５

0.82-1.80×0.37-0.77

０．０８１×０．１２０

0.110-0.150×０．０８６－０．１００

２．８－４．０

1.66-3.0×０．９６－１．８４

１．０２－１．５×０．８６－１．４

０．８８－１．６３×０．４－０．９７

0.051-0.122×0.056-0.138

0.102-0.138×0.046-0.112

０．０２－０．０３

０１２－０．１５

0.072-0.117×0.102-0.133

０．１５－０．３２×０．２３－０．４９

０．３－０．５×０．４－０．７

０．４－０．８×０．６－１．１

0.103-0.124×０．０７－０．０８

０．０６９－０．１００

0.086-0.120×0.100-0.130

０．２０－０．２６×０．２７－０．６０

０．２１－０．４３×０．２２－０．４７

０．２３－０．６９×０．３０－０．９５

０．１１５×０．０６９

Figs、３－４AnteriorportionofAm7-/ααｍｔａ、－３．Mountspecimenfixedafterdeath

-4・Mountspecimenfixedwhilealive，

地域にかけて分布しており，この分布域にわが国の北海亜属に分けることは，虫体固定の際の状態によって一定

道も含まれることになった．の結果が出ない恐れがあり,慎重に取扱う必要があろう

Krause（1914）はＡｍ７ｉａ属をＡｍ７ｍ亜属とＲｚ７‐ なお本種の生活史には二つの中間宿主を必要とする．

αＩｍａ亜属とに分けているが，その基準の一つとして，すなわち，ヒラマキガイ類，オタマジャクシあるいは力

Ａｍγiα亜属が体前端に耳状突起（auricularProjec‐エル類で，終宿主はキツネなどである（Sudarikov，

tion）をもち，一方Ｒｚｒａｍγiα亜属が擬吸盤（pseudo‐ 1960)．北海道におけるＡ/αγ/αα/α/αの生活史につい

sucker)をもつことを挙げている（Dubois，1963)．ては，今後の研究に待ちたい．

しかしSudarikov（1960）は，耳状突起が虫体固定の
まとめ

際に収縮するので，生存虫体を観察したものと，固定虫

体を観察したものとでは，異なった結果の出る可能性を 北海道で捕えられたキタキツネ１Ｍ〆ｓＵｌ４ＺｐｅｓｓｃＡ－

指摘している．今回採集した虫体においても,死後弛緩”"cたiKishidaの小腸からDiplostomidaeヅAlarii‐
してから固定したものでは，耳状突起が文字どおり耳状 ｎａｅに属する二生吸虫ＡＺαγｉａａｍＺａ（Goeze，1782）
に突出してみえるが（図３)，生存中に固定したもので が検出された．本種はこれまでわが国から知られていな

は，Sudarikovのいうように，耳状突起が収縮して（－ いので，本邦初記録として記載した．

般に体前端部の収縮がはげしい）体前端部と背腹に重な
文献

り合い，あたかも擬吸盤のようにみえる(図４).‐したが

って耳状突起と擬吸盤によりＡルァノα亜属とＰＣｚｒａ山γiα （＊印を付した論文は直接参照できなかった）－ｺ□

(５４）
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OCCURRENCE OF ALARIA ALATA (DIPLOSTOMIDAE : DIGENEA)

FROM THE RED FOX IN HOKKAIDO, JAPAN

Masaaki MACHIDA

{Department of Zoology', National Science Museum, Tokyo)

Yukitoshi KITAMURA

{Engaru Health Center, Hokkaido)

AND

HARUO KAMIYA

{Department of Parasitology, Faculty of Veterinary Medicine^

Hokkaido University, Sapporo)

Alaria alata (Goeze, 1782) was detected from the small intestine of the red fox, Vulpes

vulpes schrencki Kishida, in Hokkaido in 1971-72. This is the first record of this trematode

in Japan.

As Sudarikov (1960) pointed out, the auricular projections were clear when the worm

was fixed after death, whereas they shrinked into the body as if they were pseudosuckers when

the worm was fixed while alive. Krause (1914) divided Alaria into two subgenera, Alaria and

Paralaria, by the presence of the auricular projections or the pseudosuckers. This criterion,

however, seems to be influenced by time when the worm is fixed before or after death.




